




2011.06.としょかん村菅原峻村長の旅立ち
　予想もできない菅原村長の旅立ちだった。

「寄り掛かっていた壁が急に消えたようで
不甲斐なく気持ちが不安定です」と友人達
と交信をして、そうだ寄りかかっていたの
だと自分を顧みた。日本の図書館や施設の
課題は・・などと偉そうに作文していても、
考え行動する図書館人の中心に菅原村長達
が居て、私はトロイ応援団のようで、自分
の問題として自覚に欠けていたのかと愕然
となる。同じ二黒土星だよと励ましてくれ
た菅原峻村長のトドメの一喝であろうか。
　村長は近年、各地の市民・友人に話した。
「自分のまちの図書館の物語」を書き記す

のは大切な一歩だと。ふと思ったのだが、
それでは、菅原峻という「としょかん」は
どういう物語として記せばよいのだろうか。
1953.04.~日本図書館協会に奉職されて
「有山たかし生誕百年の今をどう捉えるか。
図書館人の連帯は 運動体 でなければね､」
思索行動し確信したスピリット、きのうを
今日から明日へどうつなぐかを問いかけた。
1978.12『現代の図書館』図書館建築特集
　同年春「図書館計画施設研究所」を設立。
計画から関わられた町田市立、日野市立、
昭島市立図書館などの成果が明らかになり、

「1953~1978年の公共図書館の建築」執筆。
満を持して図書館建築の特集を組んでいる。
編集後記は千葉治さん、巻頭は鬼頭梓氏の
名文「機能的ということ」。この論文集は
何度も下線を引いた私達後進の教科書だ。
　八戸市立図書館計画の経緯解説では、菅
原村長が同志とされた故佐藤仁教授の文を
引用、場の計画に対する真摯で謙虚な設計
者の姿勢と観念主義への自省も記している。
1981~2005『としょかん』100号の時代
　厚さ10㎝になる同誌の綴りを再読すると、
あらためて現在に繋がる課題が俯瞰される。

主人公市民のあり方、図書館の本質である
広場性、図書館員と資料世界と施設が持つ
べき専門性、それら成長してゆく将来像を、
｢図書館｣でなくひらがなの｢としょかん｣に
託した思いが見えてくる。村長自身の労作
『市民の図書館』(1970刊)の　次のパラダイ
ムを歩きながら考えたのではないだろうか。
『新版これからの図書館』1993刊『図書館の
明日をひらく』1999刊は、その俯瞰的な問い
かけであり、ご一緒した米国や北欧への図
書館旅行は若い仲間を育成する手段だった。
図書館便りの形を革新し町民対話の図書館

像を創出した増田浩次元館長の背を押して
『苅田町立図書館の3000日』1997刊を編集し、
図書館づくりの協働プロセスや出色の図書
館条例を形にした森田一雄元館長の伊万里
市民図書館物語を喧伝されたことなども、
図書館づくりの現場から立学してゆく菅原
村長の真骨頂であったと思い出している。
「図書館を図書館としてつくる」こと
　菅原村長の物語に流れるこの通奏低音に
共鳴した私達は、少数派だが、この姿勢を
墨守して次の世代につないでゆくしかない。
（てらだ　よしろう／としょかん村同人）

菅原峻さんをしのぶ会  ̶図書館の明日をかたる集い̶

菅原峻さんが歩いて見せた図書館村地図

■図書館のあしたを、今、私たちは、どう語ればよいのだろうか

■限りある私たちの残りの時間のなかで、
　　　　　どれだけ、若い仲間をつくり、はぐくみ、
　　　　　　　　　　共感した大切のバトンを申し送ることができるか。

　■『図書館の明日をひらく』
　   （1999年　晶文社刊）

○Ａリンドバーグ
　「海からの贈り物」に
　市民と図書館を映して、
　・個人は海に浮かぶ島、
　それでは（社会・図書館）
　・海は隔てるのか繋ぐのか

●図書館の専門性　　　 そして　 　　●図書館の市民性

■「図書館」では伝えきれない
　ひらがなの
　「としょかん」に込めた想い

●としょかんは市民　　そして　　●図書館は広場

＜としょかん＞

　■『市民の図書館』と　成長のゆくえ
　   （1970年日図協刊）

　■『としょかん』誌100号の意味と役割
　   （1981年~2005年）

　■『現代の図書館』　　　図書館基本計画
　　  図書館建築特集　と　 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをつくる
　    （1978年日図協刊）            専門ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄの職能

　■『新版これからの図書館』
　   （1993年晶文社刊）

なぜ＜図書館をはじめる＞なのか、

図書館を一生の友だちに、

北欧の図書館に学ぶこと、

＜ライブラリーシステム＞を考える、

図書館(建築)を図書館としてつくる、

なぜ＜市民の図書館＞なのか、

　■『としょかんへの旅』
ともに学び

若い仲間をそだてる
○アメリカの図書館四十日 1971

○900マイルｱﾒﾘｶ公共図書館の旅 1982
○5つのまちの10の図書館 1989

○見た聞いた撮ったｱﾒﾘｶの公共図書館 1992
○白夜の国の図書館ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ＆ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 1993
○白夜の国の図書館ﾉﾙｳｪｲ＆ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 1995
○白夜の国の図書館ﾃﾞﾝﾏｰｸ＆ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ 1997

○鬼頭梓「機能的ということ」
○菅原峻「公共図書館建築1953~78」
　　　　　県立図書館とは何か
○佐藤仁「八戸市立図書館」の計画
○菅原「岡谷市立図書館設計競技の経緯」

○公共図書館の目的と３要素
○理念が浮かび上がらせる市民像

○図書館住民運動の孤独と連帯
○図書館作らせ運動の市民像からの飛翔

○施設機能としての図書館から
○暮らしを支える活動と場の総称へ

○図友連「私達の図書館宣言」
　・メディア性：つなぐ
　・ひろば性　：出会う

○民主主義と不確かな市民（新聞は言う）
　・有山たかし：マス・大衆として
　・前川さんは：自立し学習する市民
　・菅原さんは：

○「大津波と原発」にみる社会
　・多神教社会の日本
　・日本の市民像・図書館像は、

理念に先駆けた実践
○ひろばとしての図書館
・墨田区八広図書館：ちば
・朝霞市立図書館　：大澤
○働きかける考えさせる
　　　　　　　　図書館
・八日市市立図書館：西田
○町民と会話する図書館
・苅田町立図書館　：増田
→ひろばのメディア性

□図書館の明日のために、また戻る場所

○図書館員の専門性
○資料世界の専門性
○施設環境の専門性

今日を 明日へ
 ̶菅原さんの口癖̶

○図書館の市民との向き合い方
○市民の図書館との向き合い方
○市民と市民のつながり方
○市民と社会のつなぎ方

■「図書館を図書館としてつくる」
ということ、

　

○政策としての共感と合意
○具体的な活動と場のプログラム
○多様な主体の参画と協働と検証
しかし、
この定石をだれがリレーするのか。

2012.01.23

○図書館は目的ではない
　利用する道具だ。という
　市民もいる。それでは、
　　「図書館を友達に」
菅原さんの伝えたいことは、

○政策○ライブラリーシステム○活動と場、を研究し計画する。

○図書館を図書館としてつくる。

○出会い
　学び
　変わる

○本に出会い
　人に出会い
　物に出会い
　自分を確かめる

○学ぶ
　集う
　創る
　表現する

○図課題解決もビジネス支援も大切だろうけど、
　I CT も デジタル資料も 必要条件であるけれど、

○出会い
　学び
　変わる

○世界と
　歴史を
　映す
　資料世界
　を体感する

○併行して明らかになった二つの図書館テーマ。

友人として寛容に、多様性を認めて、専門性も、成長する有機体
であってほしい、

（1978年創業）




